
平
成
十
七
年
分
の
所
得
税
の
申
告

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

申
告
期
限
間
近
は
、
会
場
が
た
い

へ
ん
混
雑
し
ま
す
。
申
告
が
必
要
な

方
は
、
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

申
告
内
容
に
よ
り
、
会
場
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
申
告
書
の
提
出
の
み
の
場
合
は
、

税
務
署
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
会
場

■
川
越
税
務
署

所
在
地
…
〒
３
５
０-

８
６
６
６
並な

み

木き

四
五
二-

二

申
告
期
間
…
２
月
16
日
斥
〜

３
月
15
日
戚
、
午
前
９
時

〜
正
午
▼
午
後
１
時
〜
５

時（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

た
だ
し
、
２
月
19
日
隻
・

26
日
隻
は
、
業
務
を
行
い

ま
す
）

申
告
の
対
象
者
…
営
業
等
所

得
が
あ
る
▼
農
業
所
得
が

あ
る
▼
不
動
産
所
得
が
あ
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

所
得
税
の
申
告
は
次
の
２
会
場
で
！

所
得
税
の
申
告
は
次
の
２
会
場
で
！

所
得
税
の
申
告
は
次
の
２
会
場
で
！

「
中
退
共
」
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

「
中
退
共
」
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

「
中
退
共
」
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
が
行
う

一
般
の
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

（
中
退
共
）
の
掛
金
の
一
部
を
、
市

で
は
各
従
業
員
が
加
入
し
た
月
か
ら

三
十
六
か
月
間
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、平
成
十
四
年
二
月
以
降
、

こ
の
制
度
に
加
入
し
た
従
業
員
が
い

て
、
そ
の
従
業
員
の
平
成
十
七
年
分

掛
金
を
納
め
た
事
業
主
で
す
。

該
当
す
る
事
業
主
は
、
二
月
二
十

八
日
惜
ま
で
に
補
助
金
交
付
申
請
書

を
、
商
工
振
興
課
（
本
庁
舎
五
階
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
申
請
、
期
間
後
の
申

請
は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
…
商
工
振
興
課
労
政

係
・
℡
内
線
２
７
２
４

南古谷駅から徒歩７分

川越駅西口から徒歩１分

る
▼
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

け
て
い
る
▼
給
与
収
入
（
年
額
）

が
二
千
万
円
を
超
え
る
▼
土
地
・

建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る

＊
贈
与
税
の
申
告
も
、
受
け
付
け
ま

す
。

還
付
申
告
会
場

■
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
地
下
一
階

所
在
地
…
脇わ

き

田た

本ほ
ん

町
ち
ょ
う

一
五-

一
三

受
付
期
間
…
３
月
13
日
席
ま
で
の
午

前
９
時
〜
正
午
▼
午
後
１
時
〜
３

時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
告
の
対
象
者
…
公
的
年
金
な
ど
の

受
給
が
あ
る
▼
給
与
所
得
者
で
医

療
費
控
除
を
受
け
る
▼
昨
年
中
に

退
職
し
た
な
ど
で
年
末
調
整
が
済

ん
で
い
な
い

＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
書

の
作
成
が
で
き
ま
す

h
ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o
.jp

問
い
合
わ
せ
…
川
越
税
務
署
・
℡
２

３
５-

９
４
６
５

市の主な公共施設にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を
132台設置することに伴い、設置施設の職員などを対
象に普通救命講習を実施しています。
ＡＥＤは、突然の心停止から命を救うための装置です。
その使用方法などの講習を受けていない一般の方でも、
装置の音声案内に従って使用することはできます。しか
し、ＡＥＤを効果的に使用して救命率を向上させるため
には、講習を受けておくことが大切です。
第１回目となる１月24日は、38人が受講しました。

この日は、ＡＥＤの普及・啓発を大いに進めようと、舟
橋市長をはじめ、市議会議員の皆さんが積極的に参加。
講義に続いて行われたＡＥＤの使用方法や心肺蘇

そ

生
せい

法な
どの実技には、真剣な表情で取り組んでいました。講習
終了後、全員に普通救命講習修了証が手渡されました。
市では、今年度中は設置施設の職員を中心に講習を行
い、来年度からは全職員が受講していく予定です。

市民の皆さんの中で、ＡＥＤの使用方法を含む救命講
習の受講を希望する場合は、川越地区消防組合が実施し
ている救命講習を受講することができます。
問い合わせ…保健総務課総務企画係・℡227－5101$
救命講習について＝救急課救急指導担当・℡222－
0160

ＡＥＤ設置に伴う普通救命講習を実施しました

１月24日、本庁舎で開催された講習の様子１月24日、本庁舎で開催された講習の様子１月24日、本庁舎で開催された講習の様子
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～ひとくち情報～　ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●第17回川越市介護保険事業計画等推進委員会　介護保険課計画担当・℡内線2563
２月24日昔、午後１時30分～。本庁舎７階７Ｂ会議室。傍聴は当日直接会場。
●2006年ＦΙＢＡバスケットボール世界選手権のボランティア募集　埼玉県国際スポーツ大会室・℡048－830－2006
８月19日析～９月３日隻に開催される同大会の競技ボランティア・一般ボランティアを募集。２月28日惜まで。応募要件・申し込
み方法など、詳しくはお尋ねください。

個
人
情
報
保
護
審
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

個
人
情
報
保
護
審
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

個
人
情
報
保
護
審
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

市
で
は
、
川
越
市
個
人
情
報
保
護

審
議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。
同

審
議
会
は
、
個
人
情
報
保
護
制
度
の

適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め

に
、
実
施
機
関
か
ら
の
求
め
に
応
じ

て
審
議
す
る
機
関
で
す
。

応
募
資
格
・
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

応
募
に
必
要
な
書
類
は
、
総
務
課

（
本
庁
舎
四
階
）
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

http://www.city.kawagoe.saitam
a.jp/

応
募
期
限
…
３
月
10
日
昔
（
必
着
）

ま
で

募
集
人
員
…
２
人
以
内
（
選
考
）

問
い
合
わ
せ
…
総
務
課
文
書
法
規
担

当
・
℡
内
線
２
２
１
５

●ゴールド・エコチャレンジファミリーを認定
市では平成15年度から、地球温暖化防止のため、省エネを推進する「エコチャレンジ

ファミリー認定事業」を実施しています。これまでに延べ270を超える家族から申し込み

があり、約200家族が各コースを修了しました。

「省エネナビコース」「簡易電力計コース」「省エネ家計簿コース」の３コースをすべて

修了すると「ゴールド・エコチャレンジファミリー」として認定されます。今回、次の

７家族の皆さんを認定しました。

安
あん

斉
ざい

ファミリー（霞
かすみ

ケ
が

関
せき

北
きた

４丁目）$

川
かわ

野
の

ファミリー（寺
てら

尾
お

）$佐
さ

々
さ

木
き

ファ
ミリー（木

き

野
の

目
め

）$鐘
しょう

ファミリー（古
ふる

谷
や

上
かみ

）$竹
たけ

渕
ぶち

ファミリー（霞
かすみ

ケ
が

関
せき

東
ひがし

５丁目）$田
た

中
なか

ファミリー（旭
あさひ

町
ちょう

３
丁目）$原

はら

田
だ

ファミリー（古谷上）
１月17日の認定式には６家族が出

席し、舟橋市長から認定証と記念品（省エネタップ）が手渡されました。

この事業は、引き続き現在も実施中です。上記の３つのお好きなコースからチャレン

ジできます。詳しくはお尋ねください。

問い合わせ…環境政策課節電・環境マネジメント担当・℡内線2611

●全市立学校を「エコチャレンジスクール」に認定
１月17日、平成17年度川越市立エコチャレンジスクール認定証授与式が行われ、各校

の代表の子どもたちに舟橋市長から認定証が手渡されました。

今年度は、市立養護学校・市立川越高校の２校が新たに申請しました。また、平成15

年度に申請し、認定期間が終了

した小学校12校と中学校５校が

再申請をし、全部で19校が認定

されました。これにより、昨年

度認定された学校と合わせて、

全市立学校がエコチャレンジス

クールになりました。

この事業は、市の「１％節電

プラス１（ワン）運動」を受けて、子どもたちの環境を大切にする心をはぐくむことを

目指しています。各校では、使わない教室の電気を消す、教室にリサイクルボックスを

設置するなど、地球環境にやさしい活動に取り組んでいます。また、保護者の皆さんの

協力も得ているため、家庭でも環境に対する意識が高まっています。

どの学校もさまざまな活動に積極的に取り組んでいますが、今年度さらにレベルの高

い取り組みに挑戦した中央小学校・泉小学校が、「アドバンスコース」に認定されました。

問い合わせ…教育研究所・℡244－2920

地球環境にやさしいコト、
みんなで取り組んでいます！

認定証を手に認定証を手に認定証を手に

今年度認定を受けた学校の子どもたち今年度認定を受けた学校の子どもたち今年度認定を受けた学校の子どもたち


